
1990年出上の木簡

静
岡
・瀬
名
遺
跡

（
一〇
竪

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
瀬
名
字
柳
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
二
月
ｉ

一
九
九
〇
年
七
丹

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
守
谷
孝
治

。
小
林
孝
誌

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を
平
安
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
静
岡
平
野
の
北
東
部
、
長
尾
川
の
扇
状
地
の
末
端
に
広
が
る
自

然
晃
防

。
後
背
湿
地
の
発
達
し
た
低
地
地
形
上
に
立
地
す
る
。
標
高
は

一
一
Ｌ

一
二
ｍ
を
測
る
。
現
在
の
長
尾

川
本
流
は
、
遺
跡
付
近
で
は
天

井
川
と
な
り
五
ｉ
六
ｍ
も
の
高

さ
の
堤
防
が
築
か
れ
て
お
り
、

こ
こ
を
境
に
西
側
は
川
合
遺
跡
、

東
側
は
瀬
名
遺
跡
と
区
分
さ
れ

て
い
る
。
川
合
遺
跡
は
秀
生
時

代
を
古
墳
時
代

。
平
安
時
代
の

集
落

。
墓
域

・
水
田
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
群
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
、

官
衝
遺
構

（推
定
安
倍
郡
家
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

頼
名
遺
跡
の
発
掘
は
、
静
清

ハヾ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
八

六
を

一
九
九
〇
年
の
五
カ
年
間
現
地
調
査
し
、
現
在
は
資
料
整
理
中
で
あ
る
。

幅
約
六
〇
ｍ
、
延
長
約
九
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
調
査
対
象
地
を
現
道
路
を
境
に

一
〇
区
画

に
区
分
し
た
。
地
表
面
か
ら
の
深
さ
約
六
ｍ
ま
で
の
間
に
、
弥
生
時
代
中
期
ｉ

近
世
ま
で
の
度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
水
田
遺
構
を
主
体
に
、
各
調
査

区
八
ｉ

一
六
面
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
延
べ
調
査
面
積
は
約

一
六
万
∬
に
お

よ
ぶ
。
東
海
地
方
で
は
古
い
段
階
に
属
す
る
弥
生
中
期
の
水
田
跡
、
方
形
周
溝

墓
、
弥
生
後
期
の
掘
立
柱
建
物

・
栗
林

・
水
田

・
坤
構
造
船
、
古
墳
ｉ
奈
良
時

代
の
水
田

。
人
形
や
斎
串
を
伴
う
祭
祀
遺
構
、
「
五
百
原
」
「西
奈
」
の
地
名
の

み
え
る
木
簡

翁
木
簡
研
究
』
一
し
、
平
安
時
代
以
降
の
条
里
型
水
田

・
掘
立
柱

建
物

・
緑
釉
陶
器

・
墨
書
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

瀬
名
遺
跡

一
〇
区
か
ら
は
、
水
田
が

一
五
面
と
ピ
ッ
ト
状
遺
構

一
面
が
検
出

さ
れ
た
。
平
安
時
代
の
条
里
型
水
田
は
、　
一
〇
区
で
は
調
査
区
の
範
囲
が
坪
の

中
に
入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
坪
界
線
の
位
置
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
る
が
、
条
里

型
水
田
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
区
画
が

一
四
ａ
層

・
一
四
ｂ
層

。
一
六
層

。
一
九

層
と
四
面
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
上
下
を
水
田
に
換
ま
れ
た

一

五
層

（粘
質
砂
層
）
の
上
面
で
あ
る
。
文
字
面
が
下
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

一
五
層
は
洪
水
に
よ
り
堆
積
し
た
土
層
で
あ
り
、
木
簡
は
上
流
か
ら
流
さ
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(清水・静岡)



川
合
遺
跡
は
旧
川
合
村
で
あ
り
安
倍
郡
に
属
す
る
が
、
瀬
名
遺
跡
の
所
属
す

る
旧
瀬
名
村
は
慮
原
郡
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
が
瀬
名
遺
跡
九
区
か
ら
は
、
平
安

時
代
の
旧
長
尾
川
と
考
え
ら
れ
る
埋
没
河
道
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
河
道

が
安
倍

・
底
原
の
郡
境
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
木
簡
の
出
土
し
た
瀬
名
遺
跡

一

〇
区
は
安
倍
郡
に
属
す
る
ら
し
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
□
戸
主
奈
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
じ

大
こ

ｏ解

木
簡
は
、
文
字
の
あ
る
表
面
だ
け
が
残
存
し
て
お
り
、
左
右
は
年
輪
面
で
剣

離
し
、
上
下
端
も
折
損
、
裏
面
も
剣
離
し
て
い
る
。
表
面
は
柾
目
を
丁
寧
に
削

り
仕
上
げ
ち
れ
て
い
る
。
断
面
を
観
察
す
る
と
厚
手
の
追
柾
目
板
で
あ
る
。
表

面
に
五
文
字
み
ら
れ
る
が
、　
一
字
日
は
上
端
が
折
損
し
て
い
る
た
め
釈
読
が
難

し
い
。
二
字
日
と
三
字
目
を

「戸
主
」
と
す
る
と
、　
一
字
日
は

「郷
」
と
も
考

え
ら
れ
る

（向
坂
鋼
二
氏
教
一Φ
。　
一
字
目
を

「屋
」
と
解
釈
し
、　
二
字
目
と
三

宇
目
を
判
読
不
明
の
一
字
と
す
る
解
釈
も
あ
る

（原
秀
三
郎
氏
教
一０
。　
四
字
目

は

「奈
」
と
読
め
、
五
字
目
は

「成
」
あ
る
い
は

「戊
」
な
ど
の
読
み
方
が
考

え
ら
れ
る
「
通
常
、
戸
主
の
下
に
は
人
名
が
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
定
で
き

な
い
。

「戸
主
」
の
用
例
は
平
安
時
代
初
め
頃
ま
で
で
あ
り
、
書
体
か
ら
考
え

て
も
こ
の
木
簡
の
年
代
観
は
、
平
安
時
代
前
期
頃
ま
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
静
岡
大
学
原
秀
三
郎
氏
、
浜
松
市
博
物
館
向
坂
鋼

二
氏
の
ご
指
導
を
う
け
た
。

一

９
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
茂
文
化
財
調
査
研
究
所

『
頼
名
遺
跡
　
平
成
元
年
を
二
年
度
発

掘
調
査
概
報
』

Ⅳ
遺
構
の
概
要
６
ｏ
一
〇
区

（
一
九
九
一
年
）

栗
野
党
已

「静
岡

・
頼
名
遺
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
一
一　

一
九
八
九
年
）

「瀬
名
遺
跡
最
近
発
見
の
文
字
資
料
」

（働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『
研
究
所
報
』
二
五
　
一
九
九
〇
年
）

原
秀
三
郎

。
出
中
敏
史

「静
岡
県
古
代
史
料
　
追
補

ご
　
（静
岡
県
教
育
委
員

会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編

『静
岡
県
史
研
究
』
六
　
一
九
九
〇
年
）

（栗
野
克
己
）

・生




